
1 緒 言

花柄模様は様々な分野において使われているが，その
中でも，リバティの花柄ファブリックには独特の魅力が
感じられる。英国リバティ社の歴史は長く，時代ととも
に次々と移り変わる流行の中で，100年以上も人気を保
ち続けている。本論では，創業からの理念，日本の伝統
的なデザインとの関連，現在の生産販売動向を調査し，
魅力の理由を明らかにしたい。

2 英国リバティ社の歴史と理念

英国リバティ社の歴史に関しては，山田眞實著『リバ
ティ・デザイン』1）に詳述されている。以下は，同書を
参考に，創立者の生い立ちからリバティファブリックの
製作に至るまで，ならびに同社の理念についてまとめた
ものである。
英国リバティ社の創設者であるアーサー・ラセンビー

・リバティ【図 1】（Arthur Lasenby Liberty : 1843 −

1917）は，1843年に服地屋の家に生まれた。幼いころ
から芸術に関心があり，青年期には当時流行の発信地で
あったリージェント・ストリートにあるさまざまな商品
を見たことで，鑑識眼や審美眼を養った。1862年には
流行の最先端にあったファーマー・アンド・ロジャーズ
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商会に就職し，多大なる功績を収めた。1874年に，独
立を決意した。リバティ商会の 1号店となるイースト・
インディア・ハウスでは，当初東洋製の装飾品や良質な
シルクを取り扱っていた。その後，東洋のシルクのよう
なファブリックの生産を試みた。織技術と染技術におけ
る様々な試行錯誤を凝らした結果，質を落とすことなく
機械による大量生産をすることに成功した。質と量の両
方をクリアしたリバティのファブリックは，多くの人々
の手に渡り，人気を得るものとなった。この高品質なフ
ァブリックが，現在に至っても人気のあるリバティファ
ブリックにつながっているのである。
山田は，リバティ商会を設立するにあたってのリバテ

ィの思いを，「良質で芸術的な価値の高い製品を適正な
値段で販売し，広く流通させることは大切なことであ
る。そして，そのような『良い趣味』の製品がより多く
の人々の生活の中に入り込み，定着することはすばらし
いことである。2）」と述べている。産業革命直後の英国
において粗悪品が出回る中で，リバティは粗製濫造のも
のづくりから脱却するべく，この思いを生涯もち続け，
それを実行した。この変わらぬ理念が現在の英国リバテ
ィ社を支えているのであろう。

3 小花模様が確立するまで

現在では，小花柄はリバティファブリックの代名詞と
いえよう。しかし，『GAP』に掲載されている城一夫の
「文様博物館『時代を超えて永遠の花模様を創造するリ
バティ』」によると設立当初のファブリックは，現在と
は異なるデザイン傾向であったという3）。以下では，城
の前掲書を参考に4），リバティデザインの特徴を考察し
た。

3.1 ジャポニズム
リバティのプリントファブリックが生産され始めたの

は 1879年ごろであった。当時英国では，ジャポニズム
の風潮が顕著に見られ，リバティ商会でも創立時は，水
準の高いさまざまな日本製品を取り揃えていた。そのた
め，1880年ごろのプリントファブリックのデザインは，
日本風なものであったのだ。その一つの例としてあげら
れるのがクリストファー・ドレッサーのデザインであ
る。リバティの友人であるドレッサーは，日本に関心を
もつデザイナーであり，リバティ商会へ何点かデザイン
を提供していた。【図 2】
その中の一つである図 2のデザインには，東洋の影響

が見られる。英国とジャポニズムの関係性については 5

章でさらに詳しく述べることにする。

3.2 アール・ヌーボー
19世紀末になるとアール・ヌーボー様式が登場し，

リバティはそれに注目した。そのためリバティプリント
も，アール・ヌーボー様式のデザインへと傾向を変えて
いる。この時期の代表的なデザインの一例は，1883年
にウィリアム・モリスがデザインした「イチゴ泥棒（図
3）」である。【図 3】
これは，英国リバティ社の定番コレクションであるク

ラシックコレクションに現在も含まれているほど，当時
から 100年以上も人々を惹きつけるものとなった。

3.3 アール・デコ
1917年に初代アーサー・ラセンビー・リバティが死

去し，アイヴォー・スチュアート・リバティが 2代目を
務めた。この頃アール・デコ様式の風潮が見られたた
め，以前のアール・ヌーボー様式からアール・デコ様式
へ上手く転換することができた。アール・デコ様式にお
けるデザインの特徴は，花柄模様である。代表的な作品
は，シルバースタジオがデザインを手がけた「Poppy &

Daisy（ポピー・アンド・デイジー）」（図 4）で，非常
に人気を集めた。【図 4】
このデザインも現在のクラシックコレクションの中に

含まれている。城は，「この大ヒットを契機としてリバ
ティ商会は，花柄こそが自社が生き残っていくための最
も有効で実利的な布地プリントのモチーフであることを
確信したと思われる。」5）と述べている。実際に，「Poppy

& Daisy」の生産以来，アール・デコ様式を基調とした
花柄プリントが数多く生産され，どれも大きな売れ行き
につながることとなった。

3.4 小花模様の確立
1946年，第 2次世界大戦での直接の被害を免れたリ

バティ社は，新たに動き出した。この時の社会状況を把
握し，顧客層が変化することに注目したのだ。戦時中
は，中年層の需要が多かったため，大人っぽいデザイン
であった。しかし，戦後は若者たちの需要が増すことを
見込んで，若い女性にも受け入れられるようなデザイン
を採り入れる試みが行われた。様々なデザイナーが製作
にあたったが，その中でも今日のリバティプリントにつ
ながる小花柄模様を作り上げたのがバーナード・ネヴィ
ルである。【図 5】
こうしてリバティの小花柄が確立していったのだが，
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英国リバティ社の全てのデザインが花柄であるわけでは
ない。しかし，上記したデザインの数々やクラシックコ
レクションにあるデザインを見る限り，圧倒的に花や植
物が図柄となったデザインが多く，そこにリバティらし
さが感じられる。

4 リバティプリントショップでの聞き取り調査

リバティについて，歴史やどのようなデザインがある
のかということは，文献などで知ることができる。しか
し，英国のリバティファブリックと国産のものとの違い
や，コピー商品の現状についてなどの情報は，文献など
では得られなかった。よって，それらの疑問を解消する
ために，2013年 7月 3日に京都市左京区にあるリバテ
ィプリントショップ トランテアンのオーナー玉村利恵
子氏にインタビューを行った。
以下は，インタビューによって得られた情報をまとめ

たものである。
①リバティジャパンについて
日本には「リバティジャパン」という英国リバティ社

から独立した会社がある。しかし，他国にはそのような
独立したリバティの会社は存在しないそうだ。玉村氏
は，日本に対する英国リバティ社からの厚い信頼が感じ
られるという。
リバティジャパンのファブリック（エターナルコレク

ション）は，デザインはすべて英国リバティ社のもので
あるが，色は英国のものと比べると薄くなっている。日
本では工業規格が厳しく，洗濯堅牢度を考慮しなければ
ならないために製品の色を薄くしている。しかし英国の
ものであっても，はじめは色が濃く，重みが感じられる
が，洗濯を繰り返していけば色落ちしてリバティジャパ
ンと同程度の色味になるということである。これは，フ
ァブリックの色落ちの過程も，そのものの歴史と捉える
英国と，ある程度色落ちせずに買った時の状態を保つこ
とが良いとされる日本との，国柄の違いが生み出してい
る結果であるという。
②コピー商品
コピー商品は出回っていることは出回っているようで

ある。コピー商品というと一見悪いイメージをもってし
まう。しかし，著作権を 100年と考えると，リバティの
古いデザインは 100年以上経っているため，コピーが可
能となるかもしれないということだ。よって，コピー商
品が悪いとは一概には言えないという。
③オリジナルプリント

6章でも詳しく述べるが，モデルでありデザイナーで

もある雅姫が英国リバティ社とファブリックデザインの
コラボレーションしたオリジナルプリントが大ブームを
巻き起こした。それによってリバティの認知度が上が
り，リバティ人気の火付けとなったのではないかとい
う。また，2010年の日本人デザイナー（津森千里・渡
邉良重・皆川明）によるオリジナルプリントの登場は，
それまでに味わったことのないブレイクを感じたそう
だ。現在オリジナルプリントは販売されていないが，ト
ランテアンだけでなく他の店舗でもいまだにリピートが
かかるくらい人気なデザインであるという。
④その他
店頭で同じデザインのもので英国のものと国産のもの

を実際に手に取り，質感を比較することができた。英国
のタナローンは木綿そのもののザラっとした手触りであ
ったが，国産のものはシルク加工が施されており，ツル
ツルした質感であった。国産のものにシルク加工が施さ
れているのは，布地の縮み率を軽減するためなどの理由
があるそうだ。
スパイスシリーズの「Pepper（ペッパー）」図 6（1970

年代）というデザインは，非常に細かい図柄で，プリン
トすることが難しいそうだ。そのため，プリント機など
を検査する際に「ペッパー」を使ってプリント機の性能
を確かめるということである。【図 6】
リバティのタナローンと同じくらいの値段の布の中で

は，タナローンに勝るものはないということだ。
⑤インタビューを終えて
今回インタビューを行って最も興味深く感じたのは，

英国リバティ社から独立した会社が日本にしか存在しな
いということだ。また，日本では，英国のリバティファ
ブリックとは別に，日本人が受け入れやすいように日本
の国柄に合った色味のものを生産しているということが
わかった。色味を変化させることが可能であるというリ
バティ社の柔軟な姿勢を感じるとともに，日本のどこに
信頼が置かれているのかということに疑問を感じた。そ
れについては 5章において明らかにしたい。
もう一点述べておきたいことは，コピー商品について

である。コピー商品の正当性というのは非常に難しい問
題であると思う。玉村氏のように著作権を考えると，現
在それほど市場に出回っておらず，100年以上経ってい
るものであれば，それほど問題はないように思える。し
かしリバティは 3章でも述べたように，100年以上前の
デザインが現在に至っても人気であり，実際に販売され
ている。このような場合，法律上では問題ないとして
も，100年以上前のリバティデザインが現在でも流通し
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ている限り，そのコピー商品を作るべきではないと感じ
てしまう。やはり，リバティにおけるコピー商品は問題
視する必要があるのではないだろうか。
最後に，玉村氏が「リバティは日本人にとっても良く

似合う。」と述べていたのが印象的であった。

5 英国リバティ社と日本の繋がり

5.1 英国における日本の型紙の影響と英国リバティ社
のデザイン

3章において英国リバティ社の当初のファブリックデ
ザインが，日本風なものであったということを述べた。
当時の英国におけるジャポニズムという日本ブームが関
係していたのだが，ジャポニズムという日本の文化を表
す大きな枠組みの中でも日本の型紙が英国のデザインに
大きな影響を与えていたということがわかってきた。そ
れは，2012年に東京6），京都7），三重8）の 3県で開催さ
れた『KATAGAMI Style』9）という展覧会の図録から読み
取れる。
日本の型紙は，キモノを染めるときに用いられていた

道具の一つである。その型紙を用いた染色技法を型染と
いう。江戸時代には町人の間でも大流行し，少しずつ変
化しながらも明治時代まで，その技法は残っていた。し
かし，西洋の染色技法が普及するにつれ型染は徐々に廃
れていったという10）。
図録にある高木陽子の「英国におけるジャポニズムと

型紙」によると，どのようにして日本の型紙が英国に流
入したのかについては，明らかでないという11）。しかし
高木は，英国人による型紙の観察や報告から，型紙が英
国に受け入れられ，普及するに至った要因の存在を 2点
明らかにしている12）。まず 1点目は，型紙の模様が平面
的で連続的であるということだ。連続模様というのは，
機械生産のテキスタイルや壁紙などのデザインに使用す
ることができ，多様な製品への応用を可能とした。2点
目は，西洋のステンシルという模様付けの技法の存在で
ある。ステンシルはもともと労働力節約のための粗野な
ものであったというが，日本の型紙を用いてステンシル
刷りをすることで，様々なものの表面に機械的であるが
繊細さもある模様を付けることができたのである。この
ように型紙は，英国の室内装飾品の模様付けに適した道
具であったということがわかる。
このような背景の下，英国リバティ社においても型紙

の大きな影響が見られる。3章で述べたリバティ社のフ
ァブリックデザインの始まりである日本風なデザイン
は，この日本の型紙が関係していたのかもしれない。

英国リバティ社には，型紙コレクションが 45点あり，
1884年にはリバティ百貨店で型紙を販売していたとい
う13）。しかし，それらの型紙を英国リバティ社が実際に
使用していたかというとそうではないようだ。例えば，
図 7のデザインは，図 8の型紙の図柄の構成や模様の形
の雰囲気は似ているが，型紙をそのまま写したデザイン
とは思えない。【図 7】【図 8】
また，阿佐美淑子の「受け継がれる“KATAGAMI”

デザイン－現代の欧米のプロジェクトから」の中に，
「アーカイヴに型紙はあるが，同じ文様は発見できな
い14）」という記述からもわかるように，英国リバティ社
は型紙をそのまま用いてはいなかったことがうかがえ
る。さらに，以下の英国リバティ社のデザイン 2点（図
9, 10）は近年発表されたものであるが，型紙を想起さ
せるデザインとして図録にあげられている15）。【図 9】
【図 10】
これらの，型紙がもとになっているように感じられる

デザインの存在は，「19世紀末から 20世紀初頭にかけ
て大流行した型紙のデザインは，ジャポニズムの終息と
ともに息絶えたのではない。100年を生き延び，現在，
新たに流行の兆しを見せているのだ。16）」という阿佐美
の叙述を裏付けている。

5.2 リバティジャパン
さらにリバティと日本の繋がりを深く感じさせるの

は，リバティジャパンの存在である。リバティジャパン
設立に至った経緯は，リバティジャパンの HP による
と17），まず 1978年に英国リバティ社の布地が日本に輸
出され，販売されるようになったことがきっかけとなっ
たようである。その後 1981年には，日本におけるプロ
ジェクトチームが発足し，英国リバティ社のデザイン・
ディレクターの指導による国内生産の開発へ踏み込ん
だ。そこで重要とされたのが，英国のリバティプリント
を十分に再現することであった。そしてついに 1988年，
「高品質なリバティプリントを日本の顧客へ幅広く提供
する18）」ことを目的とし，リバティジャパンが設立され
た。この目的はリバティ商会が設立された当初のリバテ
ィの理念と共通するものである。

4章のインタビューにおいて，筆者は，英国以外の世
界の国々の中でリバティの独立した会社が存在するのは
日本だけであるということを知った。インタビューで
は，日本が英国リバティ社からの信頼を得ているのでは
ないかということであったが，その信頼の根拠につい
て，『LIBERTY PRINT 2012 spring & summer』2012の中
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には，日本のプリント技術の高さが英国に認められてい
るということが述べられており19），英国のリバティプリ
ントを忠実に再現できる日本の技術力が，リバティジャ
パンを設立することができた一つの大きな要因であると
いうことが考えられる。また，染工場と水の関係性にも
要因がある。同書には，リバティプリントの鮮やかな発
色を出すためには，染工場が不純物の少ない水のきれい
な場所に立地していなくてはならないということも記さ
れている20）。日本の染工場では，水がきれいな場所にあ
るという条件も適っており，よりよくリバティプリント
を表現することができるのであろう。
リバティジャパンでは，英国リバティ社と全く同じも

のばかりを生産しているわけではない。英国リバティ社
にクラシックコレクションがあるように，日本において
も，人気のあるデザインを集めたエターナルコレクショ
ンというものを設けている。また，2010年から 4回に
わたって行われたサンリオのハローキティとのコラボレ
ーションもリバティジャパンならではの試みである21）。
【図 11】
さらに，宮崎あおいの CM で話題のアースミュージ

ック＆エコロジーというファッションブランドとのコラ
ボレーションも 2010年より開始されている。それによ
ってリバティに対する関心を様々な顧客層から引き出し
ている。
このように，リバティジャパンでは日本人の趣向に合

った様々な商品を展開しているのだ。

6 コラボレーションによるリバティファブリックの
普及と英国リバティ社のデザインに対する姿勢

現在リバティ社では，様々なコラボレーションが行わ
れている。その中でも，4, 5章で触れた日本人の身近に
あるキャラクターやデザイナー，ファッションブランド
とのコラボレーションは，リバティに対する注目を集
め，そこからリバティの普及へとつながるものと考えら
れる。

4章におけるインタビューの回答により，英国リバテ
ィ社と日本人デザイナーがコラボレーションをしたオリ
ジナルプリントの人気は高いものであったということが
わかった。そこで 6章では，日本人で初めて英国リバテ
ィ社とコラボレーションを行った雅姫のオリジナルプリ
ントを採り上げることにする。以下は雅姫の『雅姫のリ
バティノート』22）に書かれている，3点のオリジナルプ
リントの製作過程の概要である。
英国リバティ社と雅姫23），ホビーラホビーレ24）との間

でオリジナルプリントを製作することになったのは，
2005年秋のことであった。
〈製作過程〉
①作りたいデザインのイメージに近いものを，過去のリ
バティのプリントサンプルの中から選ぶ。
②①で選んだもととなるデザインに，細かく変更をして
いく。
③色を決める。
デザイン作業（柄の描き起こし，色づけ）は，英国リ

バティ社デザイナー，ポリー・メイソンが雅姫のリクエ
ストをもとに行ったそうだ。それぞれのオリジナルプリ
ントのデザインは，大花柄（Masaki & Garden：図 12）
とブーケ柄（Birthday：図 13）と動植物柄（Gre& Mori）
である。その中でも植物を中心とした大花柄とブーケ柄
の 2点のデザイン過程において雅姫は，ポリーが大切に
していた事柄があるという25）。それは，植物本来の姿で
デザイン起こしていくことである。植物の細かな蔓にま
でこだわりをもったり，ブーケにする花や葉を選ぶ際
に，ただ好きな植物を組み合わせるのではなく，選んだ
花と葉の季節が正しく一致しているかどうかという点に
まで目を向けてデザインしているのである。【図 12】
【図 13】

3つのオリジナルプリントは 1年がかりで完成したよ
うだ。製作過程からは，リバティの伝統のスタイルを壊
さないための過去のサンプルをもとに製作することや，
自然に見える植物の姿を大切にし，季節を考慮に入れた
上で植物の組み合わせをするといったこだわりがうかが
える。英国リバティ社の伝統を重んじる精神や，デザイ
ンに対する真摯な取り組みが感じられる。

7 結 語

英国リバティ社は，リバティ商会設立当初，産業革命
直後の機械生産粗製濫造の社会背景時代のころから，質
と量との両立をめざしてきた。“良質でデザイン性の高
い製品を多くの人々に提供する”という理念である。
本論では特に“デザイン性”に重点を置き，リバティ

人気，とりわけ日本における普遍的な人気の理由を探っ
てきた。そこからわかったことは，次の 2点である。
1）流行の取り入れ方
流行は，一時は輝きを放つが，いずれ廃れるものであ

る。リバティファブリックにおいては，100年以上前の
ものが定番（クラシックコレクション）として根強い人
気をもつ一方で，近年のデザインも注目をあびている。
雅姫やホビーラホビーレとのコラボレーション企画の事
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例でみてきたように，伝統スタイルを壊さないためのき
め細かい配慮により，リバティらしさが継承されるので
ある。
日本のキモノ染色で用いてきた「型紙」の模様がリバ

ティ社の設立当初のデザインに影響を与えたことに触れ
てきた。近年でもその影響が見られるデザインが存在す
るほど，型紙のデザイン性は生き続けている。これは，
単に日本の型紙の影響力が大きかったと考えるよりも，
リバティ社が，伝統スタイルを重視する姿勢の表れであ
ると考える方が適切であろう。
2）日本人の技術力と嗜好性
玉村氏によれば，リバティファブリックを英国リバテ

ィ社以外で独立して生産販売しているという面で，リバ
ティジャパンは世界的に見て特異な存在であるという。
高度な技術力や水質のよさが，精密な模様を染色するの
に適すると認められたことを意味している。リバティフ
ァブリックは世界中で人気があるわけだが，とりわけ日
本人は花模様を好むのではないかと思う。日本人と花模
様の関係性について明確な根拠を見つけ出すことはでき
なかったが，筆者は，日本人と花模様の繋がりを考えて
みたい。まず日本の着物文化を念頭に置くべきであろ
う。日本では四季に合わせた花模様がデザインのモチー
フとなり，人々の身近にあった。リバティファブリック
のデザインにおいて，植物本来の姿や，季節感を重視す
ることはキモノのデザインに通じるものがある。花模様
の魅力を知る日本人を無意識のうちにもひきつける魅力
につながっているのであろう。
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図 1 アーサー・ラセンビー・リバティ
（LIBERTY LONDON HP
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図 3 Strawberry Thief
（LIBERTY JAPAN HP
http : //www.liberty−japan.co.jp/lb_fabric/
classic/StrawberryThief 004.html
2014年 9月 20日アクセス）

図 4 Poppy & Daisy
（LIBERTY JAPAN HP
http : //www.liberty−japan.co.jp/lb_fabric/
classic/PoppyDaisy 002.html
2014年 9月 20日アクセス）

図 5 Elysian
（LIBERTY JAPAN HP
http : //www.liberty−japan.co.jp/lb_fabric/
classic/Elysian 001.html
2014年 9月 20日アクセス）

図 6 Pepper
（LIBERTY JAPAN HP
http : //www.liberty−japan.co.jp/lb_fabric/
classic/Pepper 002.html
2014年 9月 20日アクセス）
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図 7 リバティ商会，シラン・シルク見本帳，
1900−05年頃
（三菱一号美術館［ほか］編『KATAGAMI Style』
日本経済新聞社，2012, p.92）

図 8 型紙 梅に変り芝翫縞
（三菱一号美術館［ほか］編
『KATAGAMI Style』
日本経済新聞社，2012, p.92）

図 9 リバティ・デザイン・スタジオ，テキス
タイル〈リバティ・アート・ファブリックス
《トマリー》〉，n.d.（2011年製作）
（三菱一号美術館［ほか］編『KATAGAMI Style』
日本経済新聞社，2012, p.243）

図 10 テキスタイル〈リバティ・アート・ファ
ブリックス《ステファン》〉，n.d.（2011年製作）
（三菱一号美術館［ほか］編『KATAGAMI Style』
日本経済新聞社，2012, p.243）
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図 11 Haruka Daisy（40周年記念コレクション）
（LIBERTY JAPAN HP
http : //www.liberty−japan.co.jp/lb_fabric/kitty−liberty/40
TH/HarukaDaisy_A.html 2014年 9月 20日アクセス）

図 12 Masaki & Garden
（雅姫『雅姫のリバティノート』集英社，2007, p.57）

図 13 Birthday
（雅姫『雅姫のリバティノート』集英社，2007, p.71）
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